
南方熊楠記念館
住所／和歌山県西牟婁郡白浜町3601-1
電話／0739-42-2872
http://www.minakatakumagusu-kinenkan.jp/

南方熊楠顕彰館
住所／田辺市中屋敷町36
電話／0739-26-9909
https://www.minakata.org/

熊楠の業績を700点以上の遺品や遺稿で紹
介。実際に顕微鏡で粘菌を見ることもできる。
360度見渡せる屋上展望デッキもあり。夏期
は、特別展「南方熊楠と牧野富太郎-ふたりの
事ども-」を開催（7月1日～10月9日）。

約25,000点に及ぶ貴重な資料を収蔵し、熊
楠の生涯や業績を紹介する施設。隣接する南
方熊楠邸では当時の様子が再現されており、
熊楠の暮らしぶりを伺うことができる。夏期は
特別企画展「こどものための図鑑２-クマグス
さんとふしぎな動物たち」を開催（7月15日～
9月18日）。

熊楠にとって欠かせない道具であった
胴乱や籠などの植物採集用具。

➊「熊楠からは“牧野氏”、富太郎からは
“南方君”宛てにやりとりをしている。植
物に関しては教え請う立場として富太郎
を尊敬している熊楠の心情が見て取れま
す」と土永さん。熊楠はその後、研究対
象の重きを隠花植物に移したが、研究
対象でない高等植物だけで7000点の標
本を持っていた。➋熊楠が所有していた、
日本初の彩色植物図鑑「本草図譜」（南
方熊楠顕彰館所蔵）。

明治36年（1903年）9月27日付けの地元紙「熊野新報」に包ま
れた状態で保存されているハチクの花。

1867年、和歌山城下で生
まれた熊楠。幼い頃から博物
学に興味を示し、知人宅で借りた
百科事典「和漢三才図会」を書き
写し全105巻を完成させる。やが
て上京し、大学予備門（現在の東京
大学）に入学するも、考古遺物や生
物標本の収集に明け暮れたため
落第し、中退。その後14年間アメ
リカ、キューバ、イギリスなどへ
遊学。10数か国語を理解したと
いわれている。帰国後は田辺市
に定住し、生涯植物の採集・研
究を続けた。
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